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地域の課題点検に歩いています地域の課題点検に歩いています

中野五差路では、五差路の複数車線確保と、大久保通りから
中野通りへの右折レーン早期設置について。
都道を横断する通学路の安全性確保のための点検、青梅街
道の電線の地中化、都道・山の手通り・青梅街道・中野通りの
樹木点検、桜並木の提案など。

高齢者に安心・・・福祉の公明党

白内障は眼球の水晶体が灰白色（かいはくしょく）に
濁る病気です。日常生活に差し支えるほど視力が衰
えます。その白内障に有効な治療法の一つが「眼内
レンズ挿入手術」。公明党の取り組みで、この手術が
保険適用になっています。保険適用前は、手術費と
眼内レンズ代が片目だけで約１５万円もしました。
両目ならその倍かかります。保険適用により入院費込
みで高くても５～６万円ですむようになり、患者負担
が大幅に軽減されました。

年金の受給資格を得るためには、保険料を通算で２５
年以上納める必要がありましたが、１０年以上に短縮
されます。無年金者をなくすために公明党が推進して
きたもので、平成２７年１０月から実施されます。今後
３年間（平成２７年９月３０日まで）は、納め忘れた保険
料を１０年前までさかのぼって納めることができます。
未納による年金額を増やすことはもちろん、納付した
期間が不足している人も受給資格が得られるように
なります。

防災行政無線のスピーカーから放送される内容が、
建物に反響したり、豪雨の時に聞こえないといった
苦情がたくさんあります。中野区では公明党の推進
で今年４月から、防災無線で放送した内容を電話で
確認することができる「音声自動応答サービス」
（０３-３２２８-５７２６）が始まりました。
高齢者の方々をはじめ区民の
皆様に、自宅の電話や携帯
電話からも聞き直すことが
出来るこのサービスは、
災害時なども利用が出
来ます。

医療機関や薬局の窓口で支払う自己
負担額が、１か月単位で一定額を超
えた場合、超えた分を戻すのが「高額
療養費制度」です。入院では「認定証」の提示により、
支払いは自己負担限度額だけで済みます。しかし、
外来診療では限度額を超えても、いったん全額支払う
必要がありました。公明党の取り組みで今年４月か
らは、外来も「認定証」を提示すれば、自己負担限度額
を超える分を窓口で支払う必要がなくなりました。
「認定証」は各医療保険の加入担当窓口
国保なら区役所国保給付担当
（０３-３２２８-８９５４）で申請できます。

区民の皆様から頂いた地域の課題・要望にお応えするため、
高倉良生都議会議員と連携し一緒に歩いて廻りました。
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■区議会役職
中野区議会　震災対策特別委員会副委員長、
総務委員会委員、
議会運営委員会委員
中野区社会福祉協議会評議員

■資格所属団体等
（社）日本建築学会正会員
（社）東京建築士会正会員
早稲田大学稲門建築会会員
福祉住環境コーディネーター協会会員
マンションリフォームマネージャー
日本防災士機構

■経歴
宮本忠長建築設計事務所東京事務所に16年勤務、ＴＡＦ設計事務所に勤務。
教育・福祉・医療・文化・事務所・商業・宿泊・公共施設、耐震診断、
耐震補強設計や住宅設計等に従事。
独立後、建築専門学校等講師、住宅設計等に取り組む。
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1.震災・防災対策について
　①避難可能施設の導入について
　②消火栓・排水栓へ接続できる、給水および初期
　　消火用スタンドパイプの導入・活用について
　③避難所の「非構造部材」の耐震対策について

２.建築行政について
　①街並み誘導型地区計画の導入について
　②耐震診断後の工事トラブル未然防止対応策
　　等について
　③木造密集地域「木密地域不燃化
　　１０年プロジェクト」について

３．就労支援事業について
　①生活保護受給者の就労支援について
　②就業喚起事業の創設について
　③就労支援を促進する体制の整備等について

４．地域支えあいの推進について
　①「見守り対象者名簿」「要援護者名簿」の
　　活用について
　②町会・自治会の名簿活用について
　③町会・自治会支援へ向けて区の体制強化
　　について

5．その他
　①中野区独自の原動機付き自転車用
　　ナンバープレート交付について

私は、事務所・マンション等民間建物を防災拠点にと提案し
てきた。中野区で、現在の避難所だけでは不十分とも想定
されるから、一定規模以上の施設を建設する事業者に対し、
避難所の機能を一時代替えたり、避難所に向かうことや過ご
すことが困難な区民が一時滞在する機能を建物内に確保す
ることを求めてはどうか。また、受け入れ一時滞在施設・避難
代替え施設の設置を義務化・条例化してはどうか。

安全性に問題ない建物を震災時にいかに有効に活用するか
は重要な課題。どのような施策が有効か、今後検討したい。
条例において、防災施設設置の状況に応じて規定を一部
緩和することについても、検討したい。

中野区議会 議会報告
平成２4年
第3回 定例会
一般質問

一般質問項目

避難可能施設の導入について

一般質問

小林

答弁

天井板、照明器具の落下、空調機の設置状況など１９項目に
渡って安全性の調査を行い、緊急度に応じて必要な改修
を行った。

避難所施設となる区内学校などの天井や照明器具、窓ガラス
などのいわゆる「非構造部材」を、耐震対策として専門の
技術を持った方により点検は行ったのか。また、多くの避難者
が集まる学校など、防災・減災のためにも点検、耐震対策を
積極的に進めるべきではないか。

避難所の「非構造部材」の
耐震対策について

小林

答弁

昨年の大震災以降、耐震診断
の区への依頼が増加している
と聞く。その中で、区民の方から
リフォームをはじめ、耐震診断後の耐震補強工事に関
わるトラブルの相談が多い。トラブルを減らすためその
業者対策を作り、また、耐震工事利用者には、工事業者
の案内、正しい施工方法・工事監理方法などの案内用紙
を添付し、注意喚起を促す対策も必要と思う。専門家
団体を案内するなど、具体的な対策をとってはいかが。

耐震改修工事等を依頼する際の注意点を説明したチラシ
を配布する啓発活動を行い、対策を講じる。専門家団体
との連携強化などにも取り組む。

耐震診断後の工事トラブル
未然防止対策等について

小林

答弁

中野区では、地域で地域の高齢者を支えていこうと、
「中野区地域支えあい活動の推進に関する条例」をつ
くり、町会・自治会の一部に「見守り対象者名簿」と、地域
防災会に提供されている非常災害時救援希望登録制度
に基づく「要援護者名簿」を提供している。２つの名簿が
あることで、町会で支えていく範囲と区の行う範囲が
不明確であり、戸惑いのお声を聞く。それぞれの名簿が
お互いに活かされるよう、活用方法を明確にすべきと
考える。町会・自治会と区が行う範囲や連携について、
確認し活用を進めるべきではないか。

２つの名簿を統一的に運用していくための課題を整理
している。より効果的な活用が図れるよう取り組む。

「見守り対象者名簿」「要援護者名簿」の
活用について

消火栓・排水栓へ接続できる、給水及び
初期消火用スタンドパイプの導入・活用について

小林

答弁

中野区で交付している原動機付き自転車（125CC以下、
原付バイク）等のナンバープレートを、中野区をイメージ
するキャラクターやモチーフを入れた「中野独自のナンバー
プレート」に変えてはどうか。ナンバーの形、キャラクター、
図柄など図案は、区民の皆さんに広く公募してはどうか。

自治体で独自のデザインナンバー
プレート作成し交付し、ＰＲ効果が
有ったと聞く。都市観光や、産業
振興に関する施策とも考慮しなが
ら検討していく。

中野区独自の原動機付き自転車用
ナンバープレート交付について

小林

決算特別委員会答弁

私は中野の環境とまちづくりのために、また、中野らしい
街並みの整ったまちづくりを進めていくことが、これから
の中野に必要と求めてきた。区内で用途地域が商業
地域や近隣商業地域であるにもかかわらず、建て替えに
当たって建築基準法の規制がかえって厳しく、既存建築
物よりも小さな規模の建物しか建たないケースがある。
斜線制限などネックとなる問題を、インセンティブを
付与するなど活用しやすく改善してはいかがか。
また、区域を限って敷地面積の最低限度を定めた内容に
適合した場合、前面道路幅員による容積率制限の適用
除外や斜線制限の適用除外など、緩和措置が盛り込まれ
た街並み誘導地区計画などを中野区でも導入すること
を検討してはどうか。

地区の状況を勘案し、活用について検討したい。中野駅
周辺などまちづくり進める中で、手法の一つとして検討
しながら、よりよいまちづくりを進めて参りたい。

街並み誘導型地区計画の
導入へ向けて

小林

答弁

スタンドパイプは、消火栓、排水栓に接続し、初期消火に
大きく役立つ資機材。消防署では防災訓練の折、スタンド
パイプを使って消火栓から取水し、消防団や町会の方に
消火活動ができるよう、使い方の訓練も行っている。スタンド
パイプは給水管の断水・切断が無い限り、応急給水にも活用
できる。区は消火栓・排水栓へ接続できるスタンドパイプの
導入と活用に向け、具体的な検討をしてはどうか。また、
木密地域・先行モデル地区への地域防災会・防災倉庫へスタ
ンドパイプを導入し活用すべきと考える。

東京消防庁とも協議しながら、どのように活用できるか検討
して参りたい。また、スタンドパイプを導入する場合、火災
危険度の高い地域を考慮して導入について検討したい。

小林

答弁
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